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●
船
革
編
●
第
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の

心
横
浜
村
ｌ
「
萱
お
も
え
ば
と
ま
や
２

開
港
五
十
年
祭
に
発
表
さ
れ
た
森
鴎
外
作
詞

の
横
浜
と
は
、
現
在
の
関
内
地
区
に
当
た
る
。

第
三
早
○
都
市
の
あ
け
ぼ
の

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
に
開
港
す
る
が
、
そ
れ
以
前
、
関
外
地
区
は
吊
鏡
状
の
入
海
を
埋
立
て
た
吉
田
新
田

で
、
関
内
地
区
は
入
海
を
隔
て
て
洲
乾
の
砂
洲
を
も
つ
横
浜
村
（
横
浜
新
田
を
含
む
）
と
太
田
屋
新
田
で
あ
っ
た
。
吉

田
新
田
の
周
辺
に
は
、
海
岸
村
落
と
し
て
野
毛
浦
、
戸
部
村
、
太
田
村
、
蒔
田
村
、
堀
ノ
内
村
、
そ
し
て
中
村
の
各
村

が
あ
り
、
山
手
の
丘
陵
地
の
向
う
に
は
本
牧
本
郷
村
、
根
岸
村
、
北
方
村
が
あ
っ
た
。
横
浜
村
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
村
の
状
況
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の

村
々
杜
決
し
て
鴨
か
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
村
の
収
穫
高
も
年
毎
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
村
々
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
村
と
し
て
の
形
態
が
で
き
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
横
浜
村
、
堀
ノ
内
村
、

中
村
な
ど
は
文
禄
年
間
、
一
六
世
紀
に
は
た
し
か
に
存
在
し
て
い
た
。
枇
浜
付
の
名
は
、
宝
生
寺
（
南
区
堀
ノ
内
町
）

文
沖
に
孫
卉
年
間
（
｜
丘
世
紀
前
半
）
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
五
世
紀
に
は
村
の
存
在
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

フハ》Ｃ

第
一
節
ｌ
横
浜
開
港

●お
も
え
ば
と
ま
や
の
煙
、
ち
ら
り
ほ
ら
り
と
立
て
り
し
処
」
。
こ
れ
は
明
治
四
十
二
年
七
月
、

さ
れ
た
森
鴎
外
作
詞
「
横
浜
市
歌
」
の
一
節
で
、
開
港
前
の
横
浜
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

ｏ
ｏ
Ｎ
ｍ



●
沿
革
編
●
第
一
章
－
都
市
の
あ
け
ぼ
の 横
浜
村
は
、
（
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
と
「
民
戸
八
七
、
東
西
一
○
丁
又
は
一
七
・
八
丁
の
処
も
あ
り
、
南

北
も
大
抵
一
八
丁
程
な
り
、
水
田
少
な
く
陸
田
多
し
。
こ
こ
も
天
水
に
て
耕
植
す
」
と
あ
り
、
『
横
浜
市
史
稿
・
地
理

編
』
に
よ
る
と
、
開
港
直
前
に
は
「
横
浜
村
そ
の
後
の
戸
数
僅
か
に
一
○
一
戸
」
と
記
す
。
収
穫
高
か
ら
す
れ
ば
、
前

述
の
海
岸
村
落
の
場
合
、
｜
戸
平
均
三
・
三
石
（
約
四
九
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
横
浜
村
で
は
一
一
一
・
九
石
で
高
い
収
穫
と
は

い
え
な
い
。
当
時
五
公
五
民
と
し
て
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
二
Ｆ
の
取
り
分
は
一
・
九
五
石
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

農
民
の
生
活
は
豊
か
で
な
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
農
民
は
食
糧
と
し
て
、
米
作
の
ほ
か
に
オ
オ
ム
ギ
、
コ
ム
ギ
、
ア

ワ
、
ヒ
エ
、
ソ
パ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
自
給
自
足
栽
培
を
行
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
村
々
は
地
理
的
に
東
海
道
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
が
、
神
奈
川
宿
や
保
土
ケ
谷
宿
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
経

営
や
負
担
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
つ
に
は
助
郷
役
と
し
て
保
土
ケ
谷
宿
に
出
役
し
て
い
た
。
保
土
ケ
谷
宿
か
ら
の
交
通

路
は
、
芝
生
村
（
現
、
阿
区
浅
間
町
）
、
平
沼
新
田
（
現
、
西
区
平
沼
）
、
戸
部
村
、
さ
ら
に
野
毛
浦
に
沿
っ
た
断
崖
の

上
の
野
毛
山
を
こ
え
て
、
吉
田
新
田
を
東
西
に
横
切
る
土
手
道
の
八
丁
畷
（
現
、
長
者
町
）
を
通
り
、
中
村
川
を
渡
る

と
い
う
迂
回
路
で
あ
っ
た
。
ま
た
神
奈
川
宿
と
は
舟
運
に
よ
り
、
神
奈
川
の
湊
か
ら
洲
乾
の
鼻
（
そ
こ
は
風
光
の
美
し

い
処
で
弁
財
天
社
が
あ
っ
た
）
が
舟
着
き
場
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
当
時
の
宿
場
と
の
結
び
つ
き
も
、
商
品
生
産
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
、

野
毛
浦
の
ノ
リ
、
ウ
ナ
ギ
、
カ
キ
の
養
殖
、
横
浜
村
で
の
製
塩
が
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

一
・
開
港
場
ｌ
嘉
永
六
年
（
’
八
五
三
）
六
月
の
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
船
四
隻
が
小
柴
沖
に
停
泊
し
、
艦
隊
司
令
長

官
ペ
リ
ー
が
わ
が
国
に
開
国
を
求
め
て
来
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ク
ル
チ

ウ
ス
に
よ
っ
て
幕
府
に
干
告
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
庶
民
は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
こ
の
心
労
の
た
め
、
将
軍

Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
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革
編
一
●
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Ｉ
都
市
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あ
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主
張
し
た
。

安
政
五
年
二
八
五
八
）
六
月
、
小
柴
沖
に
停
泊
中
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
上
で
日
米
修
好
通
商
条
約
の

調
印
が
な
さ
れ
、
そ
の
第
三
条
に
神
奈
川
を
開
港
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
港
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
ア
メ

リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
は
神
奈
川
を
、
幕
府
は
横
浜
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
、
互
い
に
譲
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ

リ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
と
は
歩
調
を
合
せ
て
、
港
と
し
て
は
横
浜
も
よ
い
が
、
交
通
の
便
が
悪
す
ぎ

る
と
、
条
文
を
た
て
に
神
奈
川
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
外
国
奉
行
永
井
尚
志
、
井
上
清
直
、
堀
利
煕
、
岩
瀬
忠
震

は
、
神
奈
川
は
東
海
道
の
宿
駅
で
あ
り
、
参
勤
交
代
な
ど
往
来
の
繁
し
い
所
で
開
港
場
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
と

し
、
新
開
地
の
横
浜
は
貿
易
商
人
の
移
住
に
も
便
利
で
し
か
も
こ
の
地
は
神
奈
川
の
一
部
で
あ
る
と
し
て
、
横
浜
村
を

翌
年
の
安
政
元
年
二
月
、
横
浜
村
駒
形
（
現
、
神
奈
川
県
庁
舎
及
び
横
浜
開
港
資
料
館
所
在
地
附
近
）
が
応
接
所
と

な
り
、
も
の
も
の
し
い
警
戒
の
も
と
に
両
国
代
表
が
会
見
し
、
一
一
一
月
三
日
に
日
米
和
親
条
約
が
成
立
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
五
ヵ
月
後
、
通
商
条
約
締
結
を
目
的
と
し
て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス

と
幕
府
と
の
間
に
交
渉
が
も
た
れ
、
幕
府
の
代
表
と
し
て
下
田
奉
行
井
上
清
直
、
海
防
掛
目
付
岩
瀬
忠
震
が
こ
れ
に
当

っ
た
。
ハ
リ
ス
が
示
し
た
条
約
原
案
に
は
、
開
港
場
と
し
て
箱
館
、
大
坂
、
長
崎
、
平
戸
、
京
都
、
江
戸
、
品
川
が
あ

げ
ら
れ
、
神
奈
川
の
名
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
岩
瀬
は
、
全
国
の
輸
出
品
を
江
戸
に
回
送
し
て
の
ち
横
浜
か
ら

輸
出
し
、
輸
入
品
も
江
戸
を
通
じ
て
全
国
に
配
給
す
れ
ば
、
江
戸
が
経
済
の
中
心
地
と
な
り
、
輸
入
さ
れ
た
文
化
も
横

浜
を
経
て
江
戸
に
吸
収
さ
れ
、
幕
府
へ
権
力
が
集
中
さ
れ
る
と
し
て
、
横
浜
を
含
む
神
奈
川
の
名
を
こ
れ
に
連
ね
る
こ

家
慶
が
ペ
リ
ー
帰
国
の
後
を
追
う
よ
う
に
同
月
死
去
し
た
。

と
に
努
力
し
た
。

ｏ
Ｃ
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ｏ



一
●
｜
沿
革
掃
●
’
第
一
章
１
都
市
の
あ
け
ぼ
の

村
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
貿
易
と
外
交
と
の
折
衝
に
当
る
運
上
所
（
現
、
神
奈
川
県
庁
の
位
置
）
が
置
か
れ
、
そ
の
北
の

海
岸
に
外
国
人
用
の
東
波
止
場
と
日
本
人
用
の
西
波
止
場
が
つ
く
ら
れ
た
。

運
上
所
の
東
を
外
国
人
居
留
地
と
し
、
西
を
日
本
人
商
業
地
と
し
た
。
日
本
人
街
は
中
央
に
幅
一
○
間
の
大
通
り
が

つ
く
ら
れ
、
通
り
の
両
側
を
本
町
と
い
い
、
そ
の
南
に
南
仲
通
、
弁
天
通
、
北
に
北
仲
通
、
海
辺
通
と
し
た
、
こ
の
五

カ
町
を
横
浜
町
と
呼
ん
だ
。
面
積
は
約
四
万
一
、
○
○
○
坪
で
あ
る
。

戸
部
村
の
海
に
面
し
た
丘
陵
に
は
神
奈
川
奉
行
所
（
戸
部
役
所
）
（
現
在
の
県
立
音
楽
堂
周
辺
）
が
置
か
れ
、
役
宅
、

が
設
け
ら
れ
、
横
浜
の
内
政
が
こ
こ
で
と
り
行
わ
れ
た
。
一
方
、
東
海
道
の
芝
生
村
（
現
、
西
区
浅
間
町
）
か
ら
一
直

線
に
戸
部
に
通
じ
る
横
浜
道
と
い
う
新
道
が
作
ら
れ
、
横
浜
へ
の
表
街
道
と
な
っ
た
。
主
要
道
路
の
要
所
に
は
、
横
浜

に
入
る
者
を
取
締
る
た
め
に
関
門
を
設
け
た
。
外
国
人
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
日
本
人
が
外
国
人

に
近
づ
く
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
門
は
子
安
、
台
町
、
芝
生
、
石
崎
、
暗
闇
坂
、
吉
田
橋
に
設

み
よ
さ
き

け
ら
れ
、
厳
重
な
警
備
が
な
さ
れ
た
。
翌
万
廷
元
年
に
太
田
屋
新
田
内
に
は
社
交
場
と
し
て
港
崎
遊
廓
（
現
在
の
横
浜

公
園
の
位
置
）
が
誕
生
し
、
遊
女
屋
一
五
軒
、
遊
女
三
○
○
人
が
置
か
れ
た
。
ま
た
中
村
川
の
川
尻
か
ら
増
徳
院
脇
の

海
岸
ま
で
堀
川
が
造
ら
れ
、
こ
れ
に
谷
戸
橋
、
前
田
橋
が
か
け
ら
れ
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
西
ノ
橋
が
か
け
ら
れ
た
が
、

両
者
の
合
意
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
、
外
国
奉
行
は
横
浜
開
港
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。
横
浜
村
に
と
っ
て
は
降
っ
て

湧
い
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
納
得
ゆ
か
な
い
な
か
で
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

ま
ず
横
浜
村
の
住
民
は
山
手
の
本
村
（
現
、
元
町
）
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
、
横
浜
村
の
南
に
あ
た
る
太
田
屋
新
田

の
沼
地
が
埋
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
埋
立
地
と
、
吉
田
新
田
と
の
間
に
長
さ
六
○
間
（
約
一
○
九
メ
ー
ト
ル
）
の
新
大
橋

（
吉
田
橋
）
が
か
け
ら
れ
た
。

。
。
〕
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一
ｃ
沿
革
編
●
第
一
章
－
部
巾
の
あ
け
ぼ
の

横
浜
町
に
移
り
住
ん
だ
初
期
の
商
人
の
う
ち
江
戸
商
人
が
半
数
を
占
め
た
。
江
戸
第
一
の
商
人
で
幕
府
の
金
融
を
預

ろ
御
用
商
人
、
越
後
屋
の
屋
号
を
も
つ
三
井
も
そ
の
一
人
で
、
幕
府
か
ら
出
店
を
命
ぜ
ら
れ
た
特
権
商
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
商
人
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
は
、
江
戸
の
問
屋
を
横
浜
に
集
中
さ
せ
、
貿
易
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る

か
く

幕
府
の
政
治
的
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
｜
痩
千
金
を
夢
み
て
地
方
商
人
も
来
浜
し
た
。

神
奈
川
奉
行
は
開
港
の
年
六
月
、
横
浜
町
各
丁
目
ご
と
に
名
主
を
お
き
、
そ
の
上
に
総
年
寄
を
置
い
た
。
横
浜
村
名

主
石
川
徳
右
衛
門
、
保
土
ケ
谷
宿
本
陣
苅
部
情
兵
衛
が
、
つ
い
で
翌
年
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
源
左
衛
門
が
総
年
寄
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
運
上
所
脇
に
町
会
所
が
建
て
ら
れ
、
総
年
寄
、
名
主
が
出
勤
し
て
横
浜
町
の
行
政
を
と
り
行
な
っ
た
。
町

会
所
の
経
費
は
、
横
浜
町
内
貿
易
商
人
の
売
上
金
の
千
分
の
五
を
徴
集
し
こ
れ
を
歩
合
金
と
称
し
た
。

●
外
鬮
人
居
留
地
ｌ
諸
外
爾
と
の
合
意
も
な
い
ま
ま
に
幕
府
が
横
浜
に
開
港
場
を
建
設
し
、
居
留
地
を
設
献
た
こ
と

に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
は
条
約
違
反
で
あ
る
と
し
て
強
力
に
抗
議
し
、
各
国
領
事
館
を
、
ア
メ

リ
カ
は
本
覚
寺
、
イ
ギ
リ
ス
は
浄
滝
寺
、
オ
ラ
ン
ダ
は
成
仏
寺
（
の
ち
長
延
寺
に
移
す
）
、
フ
ラ
ン
ス
は
慶
運
寺
と
、

関
外
の
名
称
は
使
わ
れ
て
い
る
。

三
橋
と
も
に
そ
の
際
に
関
門
が
つ
く
ら
れ
、
通
行
人
を
厳
し
く
取
締
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
関
門
に
囲
ま
れ
た
地
域

を
関
内
、
そ
の
外
側
を
関
外
と
い
っ
た
。
こ
の
関
門
は
明
治
四
年
に
撤
廃
さ
れ
た
が
、
今
も
っ
て
通
称
と
し
て
関
内
、

月
、
専
任
の
神
奈
川
奉
行
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
っ
て
の
海
辺
の
一
寒
村
は
一
挙
に
港
湾
都
市
に
脱
皮
し
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
二
日
の
開
港
を
迎
え
た

の
で
あ
る
。
ひ
ろ
い
意
味
で
の
横
浜
は
、
横
浜
村
、
戸
部
村
、
太
田
屋
新
田
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

開
港
直
後
神
奈
川
奉
行
と
い
う
新
し
い
職
が
設
け
ら
れ
、
外
国
奉
行
の
五
人
が
こ
れ
を
兼
務
し
、
翌
万
廷
元
年
五

Ｃ
Ｃ
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●
船
革
編
●
第
一
章
１
部
市
の
あ
け
ぼ
の 万
廷
元
年
（
’
八
六
○
）
七
月
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
三
国
の
間
で
神
奈
川
地
所
規
則
（
第
一
回
地

所
規
則
）
を
作
成
し
て
調
印
し
た
が
神
奈
川
奉
行
は
こ
れ
に
参
画
し
て
い
な
い
。
居
留
地
に
お
け
る
自
治
や
土
地
配
分

な
ど
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
が
、
実
情
に
合
わ
ず
、
幕
府
の
承
認
も
受
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
効
果
は
拳

総
領
事
も
、
横
浜
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

横
浜
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
デ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
が
居
留
地
一
番
の
地
（
現
、
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
）
に
白
亜
二

階
建
の
商
館
を
建
築
し
、
英
一
番
館
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
デ
ン
ト
商
会
も
店
を
出
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の

ウ
ォ
ル
シ
ュ
商
会
も
居
留
地
二
番
の
地
に
、
亜
米
一
番
館
と
呼
ば
れ
る
建
物
を
建
て
た
。
外
国
商
人
は
公
使
た
ち
の
意

向
と
は
反
対
に
、
港
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
横
浜
に
住
居
を
求
め
、
居
留
地
で
取
引
を
開
始
し
た
。
開
港
後
一
年
に
し

て
、
外
国
商
人
は
四
四
名
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
居
住
希
望
者
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
居
留
地
は
手
狭
に

な
り
、
土
地
の
不
足
は
そ
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
今
ま
で
神
奈
川
を
主
張
し
て
来
た
公
使
．

ら
ず
に
終
っ
た
。

港
が
眺
望
で
き
る
山
手
の
丘
を
、
外
国
側
で
は
早
く
か
ら
彼
ら
の
居
住
地
と
し
て
着
目
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
し

ば
し
ば
奉
行
に
も
申
入
れ
た
が
、
警
備
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
文
久
元
年
（
一
八

六
二
、
神
奈
川
の
領
事
館
の
移
転
用
地
と
し
て
彼
ら
の
希
望
が
う
け
入
れ
ら
れ
た
。

老
中
に
強
硬
な
意
見
を
主
張
し
た
。
こ
の
た
め
》

こ
と
に
決
定
を
み
た
が
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

神
奈
川
宿
内
の
寺
院
に
そ
れ
ぞ
れ
置
い
た
。
ア
メ
リ
カ
公
使
に
昇
進
し
た
ハ
リ
ス
は
、
神
奈
川
奉
行
と
の
交
渉
が
は
か

ど
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
老
中
に
ま
で
訴
え
出
た
。
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
も
ハ
リ
ス
と
歩
調
を
合
せ
て
、

老
中
に
強
硬
な
意
見
を
主
張
し
た
。
こ
の
た
め
幕
府
も
外
国
側
の
意
向
に
屈
し
、
居
留
地
は
神
奈
川
の
海
岸
に
設
け
る

Ｃ
ｏ
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●
沿
革
編
一
●
第
一
章
ｌ
都
市
の
あ
け
ぼ
のこ
の
覚
書
の
内
容
は
居
留
地
の
整
備
拡
張
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
中
に
は
、
本
町
通
り
と
海
岸
と
の
間
の
地
所
を
外

国
人
居
留
地
と
す
る
こ
と
、
吉
田
新
田
内
の
沼
地
を
埋
立
整
地
し
て
各
国
の
練
兵
場
と
す
る
こ
と
、
な
ど
の
条
項
が
含

ま
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
覚
書
調
印
に
主
導
権
を
握
っ
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
．
ハ
ー
ク
ス
と
交
替
し
た

こ
と
も
あ
り
、
第
三
回
の
地
所
規
則
に
よ
っ
て
、
こ
の
条
項
は
廃
止
又
は
修
正
さ
れ
た
。

一
○
町
並
み
再
編
ｌ
人
口
の
お
び
た
だ
し
い
流
入
に
よ
っ
て
町
肱
み
が
手
狭
に
な
っ
た
の
で
、
太
田
驫
新
田
内
に
な
お

残
っ
て
い
る
沼
地
、
入
江
な
ど
、
埋
立
の
残
部
を
埋
立
て
、
開
港
の
年
の
八
月
に
は
太
田
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で

が
で
き
あ
が
り
、
吉
田
新
田
と
は
派
大
岡
川
を
は
さ
ん
で
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
久
二
年
新
大
橋
は
か
け
か
え
ら
れ

二
○
○
名
が
入
港
し
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
両

末
な
兵
舎
を
造
り
、
こ
こ
に
駐
屯
し
た
。
‐

隊
、
イ
ギ
リ
ス
軍
を
赤
隊
と
呼
ん
で
い
た
。

提
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
四
一

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
文
久
二
年
に
起
っ
た
生
麦
事
件
に
と
も
な
い
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
両
国
は
居
留
民
保
護
の

た
め
自
国
の
軍
隊
を
上
陸
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
居
留
地
駐
兵
権
の
設
定
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
文
久
三
年
六
月

に
小
分
遣
隊
が
谷
戸
橋
の
脇
に
駐
屯
し
、
翌
元
治
元
年
五
月
に
は
一
一
一
○
○
名
が
上
陸
し
、
の
ち
に
い
う
フ
ラ
ン
ス
山
全

体
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
は
ま
ず
、
文
久
三
年
十
二
月
香
港
の
分
遣
隊
が
上
陸
、
翌
年
六
月
に
一
、

二
○
○
名
が
入
港
し
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
用
地
に
予
定
さ
れ
て
い
た
山
手
の
丘
（
現
、
港
の
見
え
る
丘
公
園
）
に
、
粗

末
な
兵
舎
を
造
り
、
こ
こ
に
駐
屯
し
た
。
人
々
は
彼
ら
の
着
用
し
て
い
た
軍
服
の
色
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
軍
を
青

こ
の
年
の
十
一
月
、
横
浜
居
爵
地
覚
書
（
第
二
回
地
所
規
則
）
が
外
国
奉
行
柴
田
剛
中
、
神
奈
川
奉
行
白
石
島
岡
と

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
各
国
代
表
と
の
間
で
調
印
さ
れ
た
。
こ
れ
は
外
国
側
の
一
方
的
な

提
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
四
ヵ
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
下
関
砲
撃
事
件
の
さ
な
か
で
、
幕
府
も
彼
ら
の
要
求
を
受
入

Ｃ
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●
論
革
纒
●
第
一
煮
１
部
市
の
あ
け
ぼ
の こ
の
関
内
の
発
展
は
周
辺
の
地
区
に
も
波
及
し
、
文
久
三
年
に
は
元
町
、
慶
応
元
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
は
関
外

の
姿
見
、
浪
花
、
若
竹
な
ど
の
町
北
み
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
。

慶
応
二
年
十
月
二
十
日
午
前
九
時
、
未
広
川
の
豚
屋
か
ら
突
如
出
火
し
、
焼
失
家
屋
一
、
六
○
○
戸
、
外
国
人
商
館

の
焼
失
四
八
戸
と
い
わ
れ
た
。
港
崎
遊
廓
も
壊
滅
し
、
死
者
も
多
数
が
で
た
大
火
で
あ
っ
た
。
火
事
で
、
運
上
所
を
は

こ
ん

じ
め
と
し
て
関
内
の
一
二
分
の
一
一
が
灰
鑑
に
帰
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
な
る
災
害
に
終
ら
ず
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て

か
ね
て
か
ら
不
術
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
横
浜
居
留
地
覚
評
の
改
訂
交
渉
が
促
進
さ
れ
た
。
交
渉
は
、
横
浜
居
留
地
改
造

及
び
競
馬
場
・
墓
地
等
約
叫
（
節
三
川
地
所
岨
則
）
と
し
て
、
翌
十
一
月
妥
結
し
た
。

第
三
回
地
所
規
則
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
条
、
港
崎
遊
廓
の
跡
地
は
日
本
人
と
外
国
人
と
の
両
方
で
使
え
る
公
園
と
す
る
。

擁
二
条
、
幅
六
○
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
八
メ
ー
ト
ル
）
の
道
脇
を
つ
ぎ
の
三
カ
所
に
設
け
る
。

、
海
岸
通
の
西
の
は
ず
れ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
ま
で

②
海
岸
通
か
ら
吉
田
橋
ま
で
（
現
、
馬
車
道
）

て
吉
田
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
。

盤
と
な
る
区
画
が
成
立
し
た
。

ろ
横
浜
絵
に
よ
っ
て
し
の
ば
れ
る
。

第
一
一
一
条
、
日
本
人
扉
住
地
と
外
国
人
居
閉
地
と
を
改
善
し
、
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
両
地
区
の
間
、
海
岸
か
ら
公
園

関
内
に
は
商
家
の
ほ
か
芝
居
小
屋
、
相
撲
場
、
寄
席
な
ど
も
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い

②
海
岸
通
か
ら
吉
田
橋
ま
で

別
吉
田
橋
か
ら
西
ノ
橋
ま
で 慶
応
一
一
年
（
’
八
六
六
）
ま
で
に
は
、
犠
浜
に
三
一
一
の
町
が
で
き
、
現
在
の
関
内
の
基

。
。
〕
印



●
沿
革
編
●
第
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の以
上
が
そ
の
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
は
『

な
か
に
あ
っ
た
当
時
、
こ
れ
ら
は
直
ち
に
実
施
さ
れ
》

リ
、
現
在
の
関
内
の
骨
格
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

第
十
二
条
、
現
在
の
例

て
用
意
す
る
こ
と
。

た
Ｃ

な
い
こ
と
が
一
番
の
い
た
で
で
あ
っ
た
。

ｏ
貿
易
開
始
ｌ
安
政
六
年
六
月
自
由
貿
易
が
附
始
さ
れ
た
が
、
港
は
霞
だ
不
完
全
な
も
の
で
、
北
東
の
風
が
強
く
吹

け
ば
荷
物
の
揚
げ
降
し
も
で
き
ず
、
夜
間
は
船
も
接
近
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
商
人
た
ち
も
何
を
商
え

ば
よ
い
の
か
皆
目
見
当
も
つ
か
ず
、
専
門
に
扱
う
品
目
と
い
う
の
は
な
く
、
漆
器
、
陶
器
、
銅
器
、
絹
織
物
、
小
間
物

な
ど
外
国
人
へ
の
土
産
物
の
よ
う
な
も
の
を
陳
列
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
商
い
を
す
る
の
に
も
言
葉
が
通
じ

第
一
○
条
、
山
手
地
区
を
入
札
に
よ
っ
て
外
国
人
に
貸
し
、
そ
の
手
数
料
を
も
っ
て
山
手
の
改
善
に
当
る
。
地
税
と
し

て
一
ヶ
年
一
○
○
坪
に
つ
き
一
二
ド
ル
ラ
ル
を
支
払
う
。

第
五
条
、
こ
の
大
通
の
両
側
に
幅
二
○
フ
ィ
ー
ト
（

第
六
条
、
こ
の
大
通
付
近
に
建
て
る
建
物
は
堅
固
』

第
八
条
、
外
人
墓
地
拡
張
の
境
界
を
き
め
る
こ
と
。

半
年
ほ
ど
た
っ
て
、
輸
出
品
目
も
定
詩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
の
第
一
は
生
糸
、
つ
い
で
茶
、
菜
稀
、
銅
で
あ
っ

ま
で
に
幅
一
二
○
フ
ィ
ー
ト
の
大
通
を
通
す
。
（
現
、
日
本
大
通
）

五
条
、
こ
の
大
通
の
両
側
に
幅
二
○
フ
ィ
ー
ト
の
歩
道
を
つ
く
り
、
外
側
に
街
路
樹
を
植
え
る
。

六
条
、
こ
の
大
通
付
近
に
建
て
る
建
物
は
堅
固
に
つ
く
り
、
屋
根
は
瓦
、
壁
は
レ
ン
ガ
ま
た
は
厚
い
石
灰
と
す
る
。

現
在
の
外
国
人
居
留
地
が
手
狭
に
な
っ
た
時
は
、
堀
川
と
山
手
と
の
間
の
地
所
を
居
留
地
拡
張
用
地
と
し

あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
は
そ
の
完
成
期
日
が
そ
れ
ぞ
れ
明
示
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
末
動
乱
の

こ
れ
ら
は
直
ち
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
政
府
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
ょ

Ｃ
ｏ
ｗ
。
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沿
革
輯
●
第
一
章
１
部
市
の
あ
げ
虐
の 甲
州
の
若
尾
逸
平
が
京
都
か
ら
生

糸
を
買
い
こ
ん
で
横
浜
に
持
ち
こ

み
、
外
国
人
に
売
っ
て
好
評
を
得
た

と
こ
ろ
か
ら
、
逸
平
は
甲
州
に
帰
っ

て
生
糸
を
集
め
、
弟
の
幾
造
が
横
浜

に
店
を
出
し
て
売
出
し
、
商
売
を
成

功
さ
せ
た
。
生
糸
は
極
め
て
良
質
で

あ
っ
て
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
の
で
あ
る
。

武
州
（
埼
玉
県
）
で
絹
織
物
商
を

し
て
い
た
原
鉾
三
郎
も
、
開
港
の
翌

年
生
糸
商
人
と
し
て
来
浜
し
、
成
功

し
た
の
で
あ
る
。
上
州
（
群
馬
県
）

の
中
屑
屋
重
兵
衛
、
甲
州
（
山
梨
県
）

の
甲
州
屋
忠
右
衛
門
、
上
州
の
茂
木

惣
兵
衝
も
野
沢
屋
を
継
い
で
産
を
な

し
た
横
浜
商
人
の
一
人
で
あ
る
。

外
国
人
で
は
マ
セ
ソ
ン
商
会
が
開

横浜港における年度別主要輸出入品（単位１，０００ドル）

Ｒ
】

妬
一
肥

Ｈ
」

Ｈ
］

８
’
０

「1

L｣

Ｒ
】

Ｆ
】

戯
一
皿
一
ｍ

髄
一
佃
一
Ⅱ

靴
一
Ｍ

Ｗ
｜
腿
一
町

０
’
０

｢１

Ｊ

４/ｑ

９０Ｐ

Ｆ
１

(石井孝旦港都櫛浜の誕生、より）

Ｃ
ｏ
ｗ
『

～ ＿年次
品１－１～～

1860 1８６１ 1８６２ 1８６３ １８６４ 1865 1８６６ 1867

輸
出

輪

入

生糸

茶

油

銅

昆布

総計

綿織物

毛織物

砂糖

薬品

艦船

銃

総計

2,595

308

217

209

4４

3,953

499

374

1８

946

1.832

448

3１

9６

2２

2,683

688

400

1０

6１

1６

1.494

5,422 8,824 6．１６２

567 541 465

7８

2０１３９ ４４

6,305

595

10,554

405

8,997

714

549 1,047 Ｌ６２２

1０ 1２１

2１ 157

497 ４５７ 110

120

3,074 3,701 5,554

1４，６１２

Ｌ７７７

3７

1７，４６８

4,707

5,789

1８７

240

853

１３，１５３

7,036 5,215

Ｌ５０２ 1.618

９０７
勺

９

２７７
９

３

１９４
■

３

豚
屋
火
事
に
よ
り
不
明

６羽１
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沿
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編
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第
一
竜
ｌ
都
市
の
あ
け
ぼ
の

横
浜
港
か
ら
の
輸
出
品
の
な
か
で
、
生
糸
と
茶
の
両
品
が
総
輸
出
額
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。

貿
易
通
貨
は
輸
出
入
と
も
に
洋
銀
（
メ
キ
シ
コ
ド
と
で
あ
っ
た
。
洋
銀
は
国
内
で
は
通
用
し
な
い
か
ら
、
日
本
の

正
貨
と
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
国
際
市
場
で
は
、
金
銀
の
比
価
は
一
対
一
五
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
一

対
六
で
あ
っ
た
の
で
、
洋
銀
を
日
本
の
銀
貨
と
交
換
し
、
こ
れ
を
更
に
金
貨
（
小
判
）
と
両
替
す
る
と
非
常
な
利
益
と

な
る
。
外
国
商
人
の
な
か
に
は
貿
易
よ
り
も
両
替
を
業
と
し
て
利
を
あ
げ
て
ゆ
く
者
も
あ
り
、
た
め
に
金
貨
が
海
外
に

流
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
万
廷
元
年
二
月
、
幕
府
が
金
貨
の
価
値
を
引
き
あ
げ
た
の
で
、
金
貨
流
出
の
問
題

は
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
物
価
の
騰
貴
と
い
う
現
象
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
貿
易
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
開
港
四
年
後
の
文
久
三
年
に
は
、
八
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
生
糸
を
中

心
と
し
て
輸
出
総
額
は
一
、
○
五
五
万
ド
ル
、
輸
入
品
は
毛
織
物
、
綿
織
物
を
主
な
品
目
と
し
て
一
一
一
七
○
万
ド
ル
に
連

幕
府
で
は
万
廷
元
年
三
月
に
「
五
品
江
戸
廻
し
令
」
を
発
し
、
生
糸
、
雑
穀
、
ろ
う
、
呉
服
、
茶
の
五
品
は
ま
ず
江

戸
に
仙
送
し
、
余
っ
た
も
の
だ
け
を
横
浜
商
人
の
も
と
に
送
り
、
江
戸
問
屋
を
介
し
て
の
貿
易
管
理
を
行
お
う
と
し

た
。
柵
浜
商
人
に
も
、
外
国
商
人
に
も
生
糸
の
入
荷
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
、
両
者
が
共
同
し
て
、
自
由
貿
易
が
制

限
さ
れ
る
と
抗
議
し
た
の
で
、
「
五
品
江
戸
廻
し
令
」
も
現
実
に
は
名
目
だ
け
の
も
の
と
な
っ
た
。

港
の
翌
月
、
商
館
を
開
き
、
綿
糸
、
毛
織
物
、
砂
鯆
、
“

を
あ
げ
、
横
浜
で
最
も
発
展
し
た
貿
易
商
社
と
な
っ
た
。

心
と
し
て
輸
出
総
額
は
一
、
○
五
五
万
ド
ル
、
輪
㎡

し
た
。
居
留
外
国
商
人
は
、
二
○
○
人
を
こ
え
た
。

第
二
節
ｌ
新
生
横
浜

砂
糠
、
鉄
な
ど
を
売
出
し
、
生
糸
、
茶
、
銅
な
ど
を
買
い
こ
ん
で
利
益

Ｃ
ｏ
ｗ
鋲



●
沿
革
編
●
第
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の

掘
割
を
造
り
、
そ
の
士
を
も
っ
て
吉
田
新
田
の
沼
地
、
一

目
の
七
万
坪
（
約
二
三
へ
ク
タ
ー
ル
）
を
埋
立
て
る
計
一

く
り
、
こ
の
工
事
を
自
費
で
引
受
け
る
者
を
公
募
し
た
。

こ
の
頃
、
関
内
の
土
地
は
不
足
し
、
地
価
が
暴
騰
し
－

一
口
政
権
交
替
ｌ
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
始
護
る
戊
辰
の
役
を

経
て
、
慶
応
一
一
一
年
（
’
八
六
七
）
十
月
の
大
政
奉
還
、
十
二
月

の
王
政
復
古
の
大
号
令
に
よ
り
、
明
治
政
府
が
江
戸
幕
府
に
替

っ
て
政
権
を
担
当
し
、
東
京
を
首
都
に
定
め
た
。

新
政
府
は
翌
四
年
三
月
に
神
奈
川
奉
行
所
を
引
継
ぎ
、
横
浜

役
所
（
慶
応
三
年
一
一
一
月
運
上
所
を
改
称
）
を
横
浜
裁
判
所
と
、

戸
部
役
所
を
戸
部
裁
判
所
と
改
め
、
こ
れ
を
総
称
し
て
神
奈
川

裁
判
所
と
称
し
た
。
同
年
五
月
に
は
神
奈
川
府
裁
判
所
と
改
称

し
、
戸
部
裁
判
所
を
横
浜
裁
判
所
の
敷
地
内
に
移
し
、
同
年
九

月
に
は
神
奈
川
県
裁
判
所
に
改
め
た
。
明
治
三
年
｛
一
八
七
○
）

十
月
に
は
神
奈
川
県
庁
と
改
称
さ
れ
、
初
代
の
神
奈
川
県
知
事

も
り
と
の

に
井
関
關
艮
が
住
〈
叩
さ
れ
た
。

一
・
南
外
の
埋
立
ｌ
明
治
三
年
四
月
神
奈
川
県
で
は
、
中
村
川

か
ら
堀
ノ
内
村
の
宝
生
寺
脇
谷
戸
を
経
て
、
滝
頭
の
地
先
ま
で

掘
割
を
造
り
、
そ
の
士
を
も
っ
て
吉
田
新
田
の
沼
地
、
南
一
シ

目
の
七
万
坪
（
約
二
三
へ
ク
タ
ー
ル
）
を
埋
立
て
る
計
画
を
っ

地
価
が
暴
騰
し
て
い
た
の
で
、

野雫関外方面の埋立

こ
の
埋
立
は
手
頃
の
投
資
的
対
象
と
な
っ
て
応

三
目
皀
壺

(横浜市教育委員会塗横浜の歴史篭より）

ｏ
ｏ
ｗ
Ｃ

埋立地 期間 請負人 町名

野毛浦 明治２～４年 内田清七

福島長兵衝

内田町，桜木町

花咲町，宮111町

高島町海面

(鉄道用地）

明治３～４年 高島嘉右衛門 高島町

吉田新田南一ッ

目沼地

明治３～６年 吉田常次郎

福島長兵術

越前屋惣兵衛

蓬来町，万代町

不老町，翁町，扇

ⅢＩ 寿町，松影町

吉田町地先海面 明治５年 吉田町

野毛町地先海面 明治５年 福島長兵衛 花咲町



⑪
油
却
繊
●
輔
聿
承
ｌ
都
市
の
あ
け
ぼ
のこ
の
埋
立
地
に
は
蓬
莱
、
万
代
、
不
老
、
翁
、
扇
、
寿
、
松
影
と
縁
起
を
祝
っ
て
の
七
つ
の
町
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

今
も
埋
地
七
カ
町
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
根
岸
堀
割
川
は
こ
れ
か
ら
の
舟
運
に
多
大
の
役
割
を
演
じ
た
。

そ
の
他
、
県
は
自
力
で
埋
立
て
る
希
望
者
を
募
っ
て
、
逐
次
埋
立
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
現
在
の
都
心
部
の
埋
立
は

こ
の
時
期
に
完
了
し
た
の
で
あ
る
。
野
毛
浦
の
埋
立
は
景
勝
の
地
を
失
っ
た
も
の
の
、
鉄
道
敷
設
用
土
地
の
埋
立
に
よ

り
横
浜
駅
（
現
、
桜
木
町
駅
）
が
完
成
し
、
名
実
と
も
に
、
桜
木
町
が
関
内
や
港
へ
の
玄
関
口
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
新
田
の
中
心
地
は
伊
勢
佐
木
町
で
あ
る
が
、
明
治
七
年
に
町
名
が
つ
け
ら
れ
、
関
内
馬
車
道
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
市
街
地
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
町
と
し
て
成
立
し
た
伊
勢
佐
木
町
に
は
、
寄
席
、
芝
居
小
屋
も
で
き
、
庶

民
の
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
っ
た
。
関
内
が
居
留
外
国
人
と
移
住
商
人
と
の
地
域
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
関

外
を
代
表
す
る
伊
勢
佐
木
町
は
庶
民
そ
の
も
の
の
町
と
な
っ
た
。

Ｏ
文
明
開
化
ｌ
埋
立
が
終
わ
っ
た
関
内
、
関
外
、
そ
し
て
野
毛
に
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
街
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
た

が
、
そ
れ
に
は
外
国
の
近
代
的
技
術
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
投
下
さ
れ
て
い
っ
た
。
政
府
は
一
‐
御
一
雇
い
」
と
称
し
た
外
国
人
を

払
い
下
げ
ら
れ
た
の
は
明
治
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

募
者
が
殺
到
し
た
。
吉
田
勘
兵
衛
一
家
は
先
祖
が
手
が
け
た
土
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
引
受
け
よ
う

と
、
福
島
長
兵
衛
ら
横
浜
商
人
四
人
と
協
力
し
て
古
田
方
会
所
と
い
う
合
資
会
社
を
つ
く
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ル
シ

ュ
ホ
ー
ル
商
会
か
ら
も
融
資
を
受
け
県
に
出
願
し
た
。
八
月
に
は
そ
の
認
可
を
得
て
、
十
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。

根
岸
海
岸
ま
で
運
河
を
つ
く
り
な
が
ら
、
そ
の
土
を
も
っ
て
埋
立
て
る
と
い
う
難
工
事
で
、
そ
の
間
周
辺
地
区
で
大

火
が
あ
り
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
ホ
ー
ル
商
会
か
ら
資
金
の
返
済
請
求
な
ど
、
工
事
を
は
ば
む
事
件
も
起
り
、
や
む
な
く
県
か

ら
三
○
万
円
を
借
り
て
、
六
年
末
に
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
経
過
か
ら
こ
の
埋
立
地
は
官
有
地
と
な
り
、
民
間
に

Ｃ
Ｏ
心
。



一
●
沿
革
編
●
第
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の

顧
問
と
し
て
、
積
極
的
に
文
物
の
摂
取
、
施
設
の
建
設
に
つ
と
め
た
。

横
浜
が
外
国
文
明
を
取
入
れ
る
試
験
的
と
も
い
え
る
土
地
と
な
っ
た
の
は
、
横
浜
に
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し
、
彼

ら
が
自
国
の
国
力
を
背
景
と
し
て
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ
い
商
業
と
生
活
環
境
の
改
善
を
求
め
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

れ
以
上
に
、
横
浜
が
新
開
地
で
あ
り
、
居
住
者
も
各
地
方
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
で
、
旧
来
の
慣
習
と
い
う
よ
う
な
垣

根
も
抵
抗
も
な
く
、
容
易
に
新
し
い
文
物
を
取
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
文
明
開
化
の
先
端
が
こ
の
横
浜
に
始
ま

っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
鉄
道
や
ガ
ス
燈
な
ど
、
い
ず
れ
も
中
区
の
地
域
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
都
市
の
施
設
の
面
で
は
、
明
治
二
年
、
燈
台
寮
御
雇
い
の
土
木
技
師
、
イ
ギ
リ
ス
人
プ
ラ
ン
ト
ン
に
よ
っ

て
、
木
造
の
吉
田
橋
が
「
か
ね
の
橋
」
と
呼
ば
れ
た
無
橋
脚
鉄
橋
に
か
け
か
え
ら
れ
た
。

鉄
道
建
設
に
に
あ
た
っ
て
、
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
三
○
万
ポ
ン
ド
の
外
債
を
得
て
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
エ
ド
モ
ン

ド
・
モ
レ
ル
に
よ
っ
て
横
浜
・
新
橋
問
の
鉄
道
を
五
年
九
月
開
通
さ
せ
た
。

ま
た
同
年
、
外
国
の
資
本
投
下
に
対
抗
し
た
高
島
嘉
右
衛
門
ら
に
よ
っ
て
、
日
本
最
初
の
ガ
ス
燈
が
関
内
の
一
角
に

点
燈
。
八
年
に
は
横
浜
郵
便
局
が
落
成
、
外
国
郵
便
を
取
扱
う
な
ど
近
代
的
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
外
国
人
や
庶
民
生
活
の
上
で
重
要
な
飲
料
水
に
つ
い
て
も
、
外
国
の
技
術
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
埋
立
地
横
浜
で
は
飲
料
水
に
不
足
し
た
。
ど
こ
を
掘
っ
て
も
垢
分
や
不
純
物
を
含
ん
だ
飲
め
な
い
水
し
か
出
ず
、

飲
め
る
井
戸
は
関
内
で
二
カ
所
だ
け
で
、
「
水
売
り
」
と
い
う
商
売
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
高
島
嘉
右
衛
門
ら
か
多
摩
川

の
水
を
木
の
樋
で
引
く
水
道
を
明
治
六
年
に
造
り
あ
げ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
木
管
で
あ
っ
た
た
め
水
も
れ
や
、
臭
く

て
飲
め
な
い
水
が
出
て
経
営
は
ゆ
き
づ
ま
っ
た
。
神
奈
川
県
で
は
新
式
水
道
の
建
設
を
計
画
し
、
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
人

技
師
パ
ー
マ
ー
に
依
頼
し
、
二
十
年
九
月
に
鉄
管
に
よ
る
水
道
が
完
成
し
た
。

◎
。
《
閂
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●
胎
革
編
●
第
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の

暴
に
よ
っ
て
、
》

れ
た
の
で
あ
る
。

●
商
権
の
回
復
ｌ
外
国
貿
易
に
は
原
、
茂
木
、
小
野
、
若
尾
、
大
谷
、
渡
辺
と
い
っ
た
横
浜
商
人
が
活
躍
し
て
、
順

調
な
発
展
を
み
せ
て
い
た
が
、
当
時
は
商
館
貿
易
、
あ
る
い
は
居
留
地
貿
易
と
い
っ
て
、
日
本
商
人
は
居
留
地
の
外
国

人
商
館
に
お
も
む
い
て
そ
こ
で
売
込
み
、
ま
た
買
い
取
る
と
い
う
方
法
で
貿
易
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
外
国
商
社
の
横

暴
に
よ
っ
て
、
法
外
な
値
引
き
を
要
求
さ
れ
た
。
生
糸
の
輸
出
価
格
は
海
外
市
場
価
格
の
半
分
か
ら
、
そ
れ
以
下
に
さ

生
糸
の
輸
出
が
伸
び
る
に
つ
れ
て
、
生
糸
の
粗
製
濫
造
が
行
わ
れ
、
品
質
の
悪
い
も
の
が
出
回
り
、
こ
の
こ
と
は
外

国
商
人
に
も
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
明
治
六
年
五
月
、
横
浜
生
糸
改
会
社
が
作
ら
れ
た
。
会
社
と
い
っ
て
も
実
態
は
生

糸
売
込
み
商
の
同
業
組
合
で
、
生
糸
品
質
検
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
外
国
商
人
は
貿
易
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の

で
あ
る
と
抗
議
し
、
結
局
こ
の
会
社
も
十
年
に
は
解
散
の
余
儀
な
き
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
十
四
年
、
連
合
生
糸
荷
預
所
が
設
け
ら
れ
た
。
検
査
と
計
量
と
を
独
自
に
行
い
、
日
本
商
人
が
正
常
な
取
引

を
行
え
る
よ
う
に
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
共
同
倉
庫
の
設
置
も
計
画
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
実
現
さ
れ
な
か
つ

十
二
年
（
一
八
七
九
）
、
生
糸
売
込
商
、
製
茶
売
込
商
、
雑
品
充
込
商
、
舶
来
品
引
取
商
の
四
商
人
が
主
体
と
な
り
、

福
沢
諭
青
の
後
援
も
あ
っ
て
、
横
浜
四
商
会
社
の
設
立
運
動
が
展
開
さ
れ
、
商
権
回
復
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

風
潮
の
中
で
翌
十
三
年
四
月
、
原
善
三
郎
を
初
代
会
頭
と
し
て
横
浜
商
工
会
議
所
の
前
身
で
あ
る
横
浜
商
法
会
議
所
が

誕
生
し
た
。

た
。

第
三
節
ｌ
横
浜
港
と
居
留
地

。
。
や
や



ａ
｜
沿
革
編
の
一
葉
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の 金
融
機
関
と
し
て
横
浜
に
最
初
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
三
井
八
郎
右
術
門
を
頭
取
と
す
る
横
浜
為
替
会
社
で
、
洋
銀

券
の
発
行
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
明
治
五
年
に
制
定
さ
れ
た
国
立
銀
行
条
例
に
よ
っ
て
、
為
替
会
社
は
解
散
し
、
代
っ

て
第
二
国
立
銀
行
が
設
立
さ
れ
、
原
善
三
郎
が
初
代
頭
取
と
な
っ
た
。
十
一
年
に
は
第
七
十
四
国
立
銀
行
が
で
き
、
両

者
と
も
に
生
糸
貿
易
商
人
の
有
力
な
支
え
と
な
っ
た
。
翌
十
二
年
十
一
月
に
は
、
貿
易
通
貨
の
供
給
運
転
を
促
進
し
、

わ
が
国
商
人
の
地
位
を
引
き
上
げ
る
た
め
横
浜
正
金
銀
行
の
設
立
が
出
願
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
政
府
の
保
護
と
監
督
の

も
と
に
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
、
外
国
為
替
や
銀
貨
の
供
給
が
外
国
の
銀
行
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
を
同
銀

行
が
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
十
八
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
が
こ
の
銀
行
の
黄
金
時
代
で
、
正
金
の
所
有
額

銀
行
の
建
物
は
一
、
二
○
○
万
円
と
な
り
、
世
界
第
一
の
所
有
高
で
あ
っ
た
。
三
十
七
年
に
本
町
四
丁
目
に
建
築
さ
れ

た
正
金
は
、
現
在
神
奈
川
県
立
博
物
館
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

Ｏ
築
港
ｌ
横
浜
港
へ
の
出
入
船
舶
は
海
面
を
う
め
る
程
に
た
っ
た
が
、
港
内
の
設
備
は
旧
態
の
ま
ま
で
、
荷
役
に
つ

い
て
も
極
め
て
不
便
で
あ
っ
た
。
横
浜
商
法
会
議
所
は
、
ふ
頭
の
建
設
を
内
容
と
す
る
波
止
場
建
築
の
建
議
を
、
十
四

年
に
と
り
き
め
た
。
こ
の
建
議
と
は
別
個
に
、
内
務
省
は
十
九
年
五
月
、
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
デ
・
リ
ー
ケ
に
、
神
奈
川

県
は
同
年
九
月
、
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ー
マ
ー
に
、
そ
れ
ぞ
れ
築
港
の
設
計
を
依
頼
し
た
。
こ
の
二
つ
の
案
の
審
査
と
検
討

と
が
か
さ
ね
ら
れ
た
後
、
、
ハ
ー
マ
ー
案
に
よ
っ
て
横
浜
築
港
に
ふ
み
き
る
こ
と
と
な
り
、
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
九

予
算
約
二
、
○
○
○
万
円
、
四
ヵ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
、
鉄
》

た
。
完
成
は
二
十
九
年
五
月
で
、
当
初
の
計
画
か
ら
三
年
遅
れ
た
。

月
横
浜
港
修
築
第
一
期
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

港
口
の
幅
は
二
四
○
メ
ー
ト
ル
、
港
内
に
は
二
条
の
防
波
堤
、
西
波
止
場
の
前
に
幅
一
二
か
ら
一
七
メ
ー
ト
ル
、
長

四
カ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
、
鉄
材
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
、
工
事
は
国
が
担
当
し

ｏ
○
一
Ｊ



●
沿
革
編
日
露
一
章
ｌ
都
市
の
あ
け
ぼ
の

諸
施
設
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
時
期
、
日
清
戦
争
後
の
工
業
振
興
に
よ
り
、
神
戸
港
や
大
阪
港
で
は
綿
や
羊
毛
を
輸
入
し
、
こ
れ
を
加
工

し
て
輸
出
す
る
と
い
う
貿
易
を
起
こ
し
、
そ
の
貿
易
額
は
横
浜
の
そ
れ
を
し
の
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

ド
ッ
ク

港
と
関
わ
り
の
深
い
船
渠
は
横
浜
の
工
業
の
基
占
へ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
横
浜
船
渠
会
社
が
内
田
町
に
設
立
さ
れ
た
の

は
二
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
倉
庫
業
が
あ
る
が
、
横
浜
に
お
い
て
の
発
達
は
遅
く
、
二
十
八
年
に
中
央
倉

庫
株
式
会
社
、
翌
年
に
横
浜
貿
易
倉
庫
、
三
十
九
年
に
職
浜
倉
庫
、
四
○
年
に
横
浜
商
品
倉
庫
が
創
業
さ
れ
た
。
倉
庫

業
は
築
港
計
画
に
含
ま
れ
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
遅
く
、
そ
れ
だ
け
貿
易
の
面
に
も
大
き
な
阻
害
と

な
っ
た
。

政
府
は
第
一
期
拡
張
工
事
の
計
画
を
た
て
、
三
十
二
年
（
一
九
○
一
）
か
ら
税
関
地
先
の
埋
立
、
け
い
船
岸
壁
、
上

屋
、
倉
庫
、
起
重
機
、
鉄
道
敷
設
の
工
事
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
も
ま
た
遅
れ
て
三
十
八
年
末
に
完
成
し
た
。

ひ
き
つ
づ
い
て
、
第
二
期
拡
張
工
事
が
一
一
一
十
九
年
よ
り
開
始
さ
れ
、
本
市
も
工
費
の
三
分
の
一
を
負
担
し
た
。
新
港

ふ
頭
、
犬
さ
ん
橋
、
赤
れ
ん
が
倉
庫
は
こ
の
時
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
期
拡
張
工
事
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
港
内
の

充
を
具
申
し
た
。

さ
七
一
一
一
三
メ
ー
ト
ル
の
鉄
の
さ
ん
橋
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
港
内
は
広
く
な
り
、
船
舶
の
投
錨
地
は
一
五
○
万
坪

（
約
四
九
・
五
へ
ク
タ
ー
と
と
な
り
、
外
国
の
港
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
第
一
期
工
事
に
よ
る
港
の
設
備
も
、
日
清
戦
争
後
の
外
国
貿
易
の
隆
昌
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。
税
関
設

備
の
不
完
全
な
こ
と
、
上
屋
・
倉
庫
の
充
足
と
、
設
備
改
善
・
拡
張
は
急
務
で
あ
っ
た
。
横
浜
商
法
会
議
所
も
整
備
拡

。
。
←
。



●
沿
革
編
ｓ
第
一
章
Ｉ
都
市
の
あ
け
ぼ
の こ
う
な
っ
て
は
横
浜
港
の
貿
易
に
と
っ
て
も
大
き
な
悪
影
響
が
あ
る
と
、
横
浜
商
業
会
議
所
は
横
浜
駅
通
過
を
熱
望

し
、
市
民
運
動
に
ま
で
発
展
し
た
が
政
府
か
ら
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
貨
車
不
足
の
た
め
横
浜
駅

構
内
の
貨
物
は
滞
り
、
鉄
道
運
輸
に
も
混
乱
が
生
じ
た
。
大
正
四
年
に
高
島
町
に
新
し
く
横
浜
駅
が
設
け
ら
れ
可
平
沼

駅
が
廃
止
さ
れ
て
こ
の
混
乱
は
解
消
さ
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
横
浜
駅
は
桜
木
町
駅
と
改
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
新
し
い

横
浜
駅
は
関
東
大
慶
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
、
昭
和
三
年
、
現
在
地
に
横
浜
駅
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

ｏ
外
鬮
人
居
留
地
の
整
備
１
噸
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
は
太
田
屋
新
旧
内
の
沼
地
の
斐
公
圏
の
造
成
、
日
本

大
通
を
中
心
と
す
る
町
の
整
備
、
居
留
地
全
域
に
わ
た
る
道
路
、
下
水
道
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
七
年
に
は
埋
立

が
完
成
し
て
居
留
地
は
拡
張
さ
れ
た
。
翌
八
年
、
居
留
地
に
花
園
町
、
薩
摩
町
な
ど
三
○
の
町
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ

大
通
を
中
心
と
す
る
町
の
整
備
、
居
留
地
全
域
に
わ
１

が
完
成
し
て
居
留
地
は
拡
張
さ
れ
た
。
翌
八
年
、
居
｛

の
一
一
一
○
の
町
は
三
十
二
年
に
山
下
町
と
改
称
さ
れ
る
。

明
治
二
十
年
に
国
府
津
ま
で
、
二
十
二
年
に
は
神
戸
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
列
車
は
－
た
ん
横
浜
駅
に
到
着
し
て
か

ら
、
機
関
車
を
つ
け
か
え
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
し
て
国
府
津
方
面
へ
発
巾
し
た
の
で
あ
る
。
日
清
戦
争
が
始
ま
っ
て
、

神
奈
川
か
ら
程
ヶ
谷
駅
（
昭
和
六
年
、
保
土
ケ
谷
駅
と
改
称
）
に
直
行
す
る
軍
用
路
線
が
用
い
ら
れ
、
三
十
一
年
か
ら

こ
の
路
線
が
一
般
営
業
用
と
な
っ
た
。
中
間
駅
と
し
て
平
沼
駅
が
新
設
さ
れ
た
も
の
の
、
横
浜
駅
（
現
、
桜
木
町
駅
）

は
本
線
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｏ
東
海
道
線
ｌ
明
治
五
年
九
月
東
京
・
横
浜
問
を
結
ん
だ
鉄
道
が
そ
の
歴
史
的
発
祥
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
後
、
中
区
内
に
お
い
て
は
、
計
画
は
さ
れ
た
も
の
の
鉄
道
に
関
し
て
の
特
別
な
措
置
は
な
さ
れ
ず
、
政
府
の
施
策

そ
の
後
、
中
区
内
に
お
い
て
ｍ

は
東
海
道
線
に
向
け
ら
れ
た
。

居
留
地
内
の
整
備
が
進
ん
だ
の
で
、
そ
の
警
備
の
た
め
駐
屯
し
て
い
た
山
手
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
軍
隊
も

。
。
一
句



●
沿
革
編
の
一
策
嘉
子
－
都
市
の
あ
け
ぼ
の

翌
七
年
に
根
岸
村
字
大
尻
（
現
、
地
蔵
王

廟
）
に
設
け
ら
れ
た
。

居
留
地
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
周
辺
へ
の
影
響
も
顕
著
に
な
っ
て
き

た
。
天
沼
の
ビ
ー
ル
会
社
が
明
治
五
年
に

建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
一
つ
の
表
わ

れ
で
あ
る
。
柏
葉
、
矢
口
台
、
立
野
な
ど

で
は
牧
場
、
西
洋
野
菜
の
栽
培
、
草
花
栽

培
な
ど
が
行
わ
れ
、
農
業
生
産
地
の
な
か

関
内
居
留
地
の
総
面
積
は
約
一
一
一
万
五
、
○
○
○
坪
（
約
四
一
・
三
へ
ク
タ
ー
ル
）
、
山
手
居
留
地
の
そ
れ
は
約
一
一
一
一
一

万
九
、
○
○
○
坪
（
約
七
九
へ
ク
タ
ー
と
で
、
こ
の
両
地
区
に
外
国
人
約
五
千
名
が
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

関
内
の
居
留
地
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
清
国
人
も
こ
の
一
区
画
に
集
中
し
て
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
六

年
に
清
国
と
の
間
に
日
清
修
好
条
規
を
締
結
し
た
後
は
、
情
国
人
に
も
借
地
権
が
認
め
ら
れ
た
。
清
国
人
の
墓
所
も
、

完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
七
年
に
は
こ
の
山
手
に
富
士
ロ

た
。
こ
の
一
一
六
の
町
も
三
十
二
年
に
山
手
町
と
改
称
さ
れ
る
。

そ
の
必
要
性
が
な
く
な
り
、
よ
う
や
く
八
年
に
撤
退
し
た
。
駐
屯
兵
が
撤
退
し
た
跡
地
は
両
国
の
永
代
借
地
と
な
り
、

イ
ギ
リ
ス
領
事
館
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
病
院
が
移
転
さ
れ
、
そ
の
他
外
国
人
の
住
宅
が
並
ん
だ
。
さ

ら
に
教
会
、
ゲ
ー
テ
ー
座
、
な
ど
も
で
き
、
名
実
と
も
に
日
本
人
と
は
関
わ
り
の
な
い
外
国
人
居
住
地
の
地
域
と
し
て

完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
七
年
に
は
こ
の
山
手
に
富
士
見
町
、
地
蔵
坂
、
泉
町
な
ど
二
六
の
町
が
新
し
く
誕
生
し

居留地の外国人建物戸数（明治19年）

(横浜市『港町横浜の都市形成史』より）

。
。
←
⑭

関内 用途 山手

1１ 領事館 ３

教会 ３

病院 ４

学校 ３

136 商館

1８ 保険，銀行

1６ 製造所 ３

７ 運送会社

1６ ホテル，料理

3２ 住宅 205

4３ その他 ５

279 合計 226



⑤
沿
欺
識
●
第
一
燕
ｌ
都
市
の
お
け
籏
の 永
代
借
地
と
な
っ
た
山
手
地
区
に
対
し
て
、
そ
の
解
除
に
国
や
市
は
永
年
の
問
苦
労
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
昭
和

十
七
年
に
完
全
消
滅
を
実
現
し
え
た
。

平
洋
戦
争
後
の
こ
と
で
あ
る
。

に
小
規
模
な
が
ら
、
外
国
人
と
関
わ
り
の
あ
る
営
業
が
発
祥
し
た
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

Ｏ
居
留
地
の
変
遷
ｌ
中
区
で
の
大
鑿
旗
特
徴
は
外
国
人
居
留
地
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
減
開
港
に
よ
る
宿
命

的
所
産
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
に
よ
る
居
留
地
の
整
備
は
明
治
十
年
、
二
十
年
代
に
は
ほ
ぼ
完
成
を
み
て
い
た
。

わ
が
国
力
の
進
展
に
と
も
な
い
、
明
治
二
十
七
年
二
八
九
四
）
に
は
法
権
を
回
復
し
、
治
外
法
権
が
撤
廃
さ
れ
、

四
十
四
年
に
関
税
の
自
主
権
を
獲
得
し
、
安
政
五
年
の
不
平
等
条
約
は
半
世
紀
を
経
て
改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

治
外
法
権
の
中
に
特
権
を
も
っ
て
い
た
山
下
町
の
外
国
商
館
も
、
法
権
回
復
後
、
次
第
に
そ
の
勢
力
は
衰
え
は
じ

め
、
法
権
回
復
後
は
、
貿
易
も
そ
の
体
制
は
日
本
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
港
湾
と
居
留
地
と
は
貿
易
の
立

地
か
ら
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り
、
一
挙
に
し
て
居
留
地
が
衰
退
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
解
決
は
太

○
○
一
℃



の
一
沿
革
編
●
第
二
章
ｌ
近
代
都
市
の
形
成

第
二
章
Ｏ
近
代
都
市
の
形
成

ｏ
市
制
施
行
ｌ
開
港
直
前
に
は
漁
村
で
あ
っ
た
横
浜
村
も
、
そ
の
後
三
○
年
を
経
て
、
戸
数
二
万
五
、
八
四
九
戸
、

人
口
一
一
万
六
、
一
九
一
一
一
人
を
よ
う
す
る
大
都
市
に
発
展
し
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
公
布
さ
れ
た
市
制
・

町
村
制
に
よ
っ
て
、
翌
二
十
二
年
四
月
一
日
、
市
制
が
施
行
さ
れ
た
。
東
は
本
牧
村
、
西
は
戸
太
村
、
南
は
中
村
に
境

を
接
す
る
市
域
と
な
り
、
五
五
カ
町
が
設
け
ら
れ
、
初
代
市
長
に
は
、
増
田
知
が
任
命
さ
れ
た
。

日
清
戦
争
後
、
日
本
は
資
本
主
義
の
形
成
期
に
突
入
し
、
一
層
貿
易
や
造
船
を
中
心
と
す
る
工
業
の
進
展
が
は
か
ら

れ
た
横
浜
に
全
国
各
地
か
ら
、
職
を
求
め
る
人
び
と
が
集
中
し
て
来
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
開
港
期
に
似
て
い
た
。
そ

の
上
市
内
や
近
郊
の
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り
、
明
治
三
十
年
代
は
年
毎
に
人
口
の
増
加
を
み
せ
た
。

こ
の
人
口
の
増
加
は
、
明
治
二
十
六
年
に
一
五
万
人
余
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
○
年
後
の
一
一
一
十
六
年
に
は
一
一
一
二
万
人

余
、
二
倍
以
上
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
増
加
は
、
三
十
四
年
の
第
一
次
市
域
拡
張
に
よ
っ
て
加
わ
っ
て
い
る
。
第
一

次
市
域
拡
張
は
本
市
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
近
隣
の
久
良
岐
郡
本
牧
村
、
根
岸
村
、
中
村
、
戸
太
町
、

そ
れ
に
橘
樹
郡
神
奈
川
町
が
三
十
四
年
四
月
一
日
、
市
域
に
編
入
さ
れ
た
。
編
入
に
よ
っ
て
一
万
一
、
一
一
一
六
六
戸
、
五

第
一
節
ｌ
市
域
の
拡
張

○
開
発
と
賑
い
ｌ
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
に
た
い
し
、
横
浜
商
人
の
多
く
が
宅
地
造
成
に
投
資
す
る
よ
う
に
旗
っ

そ
れ
に
橘
樹
郡
神
奈
川
町
が
三
十
四
年
四
月
一
日
、
一

万
七
、
九
○
六
人
が
一
挙
に
増
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

●

◎
Ｃ
Ｊ
Ｃ




